
私
の
勤
務
す
る
大
屋
森
林
事
務
所
は
、

福
島
県
中
通
り
南
部
に
位
置
す
る
白
河
市

の
一
部
（
旧
大
信
村
）
、
天
栄
村
、
須
賀

川
市
の
国
有
林
約
７
，
１
０
０
ha
を
管
理

し
て
い
ま
す
。
阿
武
隈
川
の
支
流
の
隈
戸

川
上
流
に
あ
っ
て
、
標
高
４
０
０
～
１
，

０
０
０
ｍ
の
里
山
が
多
く
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
地
帯
で
す
。
地
域
の
水
源
地

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
源
涵
養
機

能
の
発
揮
を
重
視
し
た
管
理
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林
の
一
部
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
に
設
定
し
て
、
広
く
国
民
の

皆
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
、

旧
大
信
村
に
あ
る
聖
ケ
岩
地
域
に
は
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
郊
の
住
民
の

皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
行
わ
れ
る
権
太
倉
山
（
標
高
９
７
１

ｍ
）
山
開
き
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

登
山
者
や
観
光
客
が
訪
れ
て
賑
い
ま
す
。

晴
天
時
に
は
山
頂
か
ら
猪
苗
代
湖
や
羽
鳥

湖
が
望
め
ま
す
。

白
河
市
郊
外
の
赤
仁
田
ス
ポ
ー
ツ
林
は
、

標
高
４
５
０
ｍ
～
７
３
０
ｍ
の
緩
傾
斜
地

で
、
ゴ
ル
フ
場
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
ゴ

ル
フ
練
習
場
と
管
理
棟
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
主
に
ゴ
ル
フ
場
の
来
場
者
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

管
理
し
て
い
る
国
有
林
で
は
、
下
刈
、

除
伐
、
保
育
間
伐
等
を
実
施
し
、
森
林
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
北
自
動
車
道
矢
吹
Ｉ
Ｃ
近
く
に
あ
る

中
新
城
地
域
に
は
、
石
炭
・
石
油
な
ど
の

化
石
燃
料
に
変
わ
る
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
、
間
伐
材
等
を
燃
料
に
し
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
あ
り
、
今
後
、
森

林
系
チ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
量
が
増
加
し
て

い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
森
林
再
生
・
林

業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て

お
り
、
国
有
林
材
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
旧
大
信
村
の
国
有
林
の
一
部
に

は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影

響
で
、
空
間
線
量
が
比
較
的
高
い
場
所
が

ス
ポ
ッ
ト
的
に
あ
り
、
木
材
の
伐
採
や
搬

出
を
見
合
わ
せ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
定
期
的

に
空
間
線
量
を
計
測
し
、
今
後
、
線
量
が

低
下
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
森
林
の
木

材
の
伐
採
や
搬
出
を
再
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

近
頃
、
国
有
林
内
で
、
ア
カ
マ
ツ
枯
れ

の
倒
木
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
元
か
ら
の
要
望
も
お
聞
き

し
な
が
ら
、
住
宅
・
幹
線
道
路
へ
の
被
害

が
想
定
さ
れ
る
枯
木
に
つ
い
て
は
優
先
的

に
処
理
し
て
い
ま
す
。

マ
ツ
ク
イ
虫
に
よ
る
ア
カ
マ
ツ
枯
れ
被

害
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
森
林
の
経
済

的
機
能
と
公
益
的
機
能
の
調
和
を
図
り
つ

つ
、
植
栽
か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
虫
害
等

に
強
い
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
に
は
国
と
契
約
を
結
ん
で

国
有
林
に
木
を
植
え
て
一
定
期
間
育
て
た

後
、
樹
木
を
販
売
し
、
そ
の
収
益
を
国
と

一
定
の
割
合
で
分
け
合
う
「
分
収
造
林
」

が
多
く
、
今
そ
の
多
く
が
伐
採
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
契
約
相
手
方
の
方
に
現
在
、

国
有
林
が
取
り
組
ん
で
い
る
低
コ
ス
ト
化

対
策
等
の
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
未
来

あ
る
森
林
づ
く
り
に
努
め
、
「
地
方
創
生
」

へ
繋
が
る
よ
う
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
要
望
・
要
請
を
よ

く
お
聞
き
し
、
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
成

長
産
業
化
に
貢
献
出
来
る
よ
う
「
よ
り
良

い
森
林
づ
く
り
」
に
微
力
な
が
ら
邁
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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